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研究成果の概要：頻繁に顔を合わせることが困難な高齢家族と遠隔地の家族が、お互いのプラ

イバシーを尊重しながら双方の気兼ねや負担なしにお互いの生活状況を見守ることを目的とし

て、テレビ使用状況をセンサで検出し相手側へ提示するユビキタスＩＴシステムを開発した。

全国９世帯で試用した結果、曜日や季節によってテレビ使用パターンが異なり、収集されたデ

ータから非日常性を検出できる可能性が示唆された。 
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１．研究開始当初の背景 

2005 年の国勢調査で、戦後初の人口減少と
高齢化率 25％超が 12 県(大都市圏以外)で確
認された。社会の少子高齢化に伴い独居高齢
者または高齢者だけの世帯(高齢家族)が急増
してきた。多くの人々が家族で支え合いたい
という意識を持っているが、現実には核家族
世帯や単身世帯は増加、三世代同居は減少の
傾向にある。 
遠隔地に居住する家族(遠隔地家族)は高齢

家族のケガや病気を心配し、逆に高齢家族は
遠隔地家族の安否を気づかっている。電話、
FAX や携帯メールなどで容易に連絡は取れ
るが、親子でもプライバシーは尊重されなけ

ればならず、親の気兼ねや子どもの負担感な
どから、安否確認の頻繁な連絡は敬遠される。
一般的に怪我や病気が深刻な問題とならな
い限り、わざわざ連絡しない。 

日常生活動作が自立している高齢家族の
場合、遠隔地家族の精神的・費用的な負担が
少なく、お互いが遠隔地に居住しながらも、
いわゆる親子同居または同じ敷地内に別棟
住宅で親世帯と子供世帯が居住し、常に相手
家族の生活の気配を感じることのできる「バ
ーチャル同居」状態が実現されることが好ま
しいと考えられる。しかし、これまでに親子
での見守りを対象とした研究や商用サービ
スは存在していない。 



２．研究の目的 
本研究では、商用の緊急通報システムまで

は必要としないが、高齢家族と遠隔地家族が
お互いを見守り合いたいとの希望を有する
対象に対して、家族間で相手側の生活状態を
推測する高齢家族とバーチャル同居を実現
させるユビキタス IT システムを構築するこ
とを目的とする。 
 
３．研究の方法 

テレビの使用状態をリアルタイムにモニ
タリングするシステムは、電流センサ、リモ
コ ン セ ン サ 、 電 力 線 通 信 (Power-Line 
Communications: PLC)のモデム、インター
ネットに接続された計算機(PC)から構成さ
れる。高齢者世帯と遠隔地家族は、同じ構成
のシステムを用いる。以下に高齢者世帯のテ
レビ使用状態を遠隔地家族がモニタリング
する場合について述べる。 
(1)テレビ使用状態の検出 
高齢者世帯のテレビ電力線に流れる電流

は電流センサ(CTL-6-L-Z、U_RD 社)で交流
電圧信号として検出される。この信号は増
幅・整流・平滑化され、コンパレータで論理
値 H または L として出力される。リモコン
の 使 用 状 態 は 、 近 赤 外 線 受 光 セ ン サ
(PL-IRMO 101-3、PARA LIGHT 社)により
検出される。リモコンから出力されるパルス
列は、機器の製造メーカや機種によりパルス
列の形式や長さが異なる。そのため、本研究
ではリモコンを操作したかどうかだけを判
断する。近赤外線受光センサに入力されるパ
ルス列の信号は、平滑化され、ワンショッ
ト・マルチバイブレータにより 7 秒間論理値
H として出力される。これらテレビセンサと
リモコンセンサからの論理信号は、それぞれ
PLC 送信機に入力される。PLC 送信機に出
力された論理値は、屋内の電力配線を介して
高齢者世帯側 PC-A に、RS-232C で接続され
る PLC 受信機から入力される。これらの論
理信号(20～25byte)はテキストデータとして
PC-A のハードディスクに保存される。 
(2)インターネットを介した論理信号転送 
センサから得られる論理信号は、PC-A よ

り遠隔地家族側 PC-B へインターネットを介
して転送され、PC-B に保存・表示される。
安全にデータをインターネット経由で自動
転送するには UNIX が長い歴史と実績を有
している。本研究で使用する PC は、対象が
すでに所有している機器を利用することを
想定している。現在、家庭用に最も普及して
いる OS は Window®であるため、UNIX 用
プログラムをそのまま利用することは出来
ない。そこで UNIX の一部の機能を
Windows®上で動作可能にしたフリーソフト
ウエア cygwin を導入する。 
論理信号は個人のテレビ使用状態を示す

ため、悪意のある第 3 者からデータの閲覧・
改ざんなどができないように配慮する必要
がある。データ通信を安全に行う方法に
Secure Shell (SSH)技術がある。SSH は、公
開鍵・秘密鍵を用いてデータの暗号化、ホス
ト認証とユーザ認証を行い通信の安全を確
保する。本研究では SSH 技術を用いて安全
に通信を行うプログラム OpenSSHを使用し
た。指定するコマンドを指定時刻に自動実行
するデーモンプログラム cron により、1 分間
隔で論理信号データを PC-A から PC-B にコ
ピーする。このとき事前に確認された PC-B
に ISP から割り振られた Internet Protocol 
(IP) address をコピー先として指定する。
PC-B では、コピーされた論理信号を高齢者
世帯側のテレビ使用状態として表示する。 
 
４．研究成果 
 開発したシステムを試用・評価する目的で、
以下のように被験者宅でシステムを稼働さ
せた。 
(1)対象 

本システムを遠隔地に居住する全国９世
帯（富山県、石川県、京都府、山口県）で試
用させた。 
各被験者には試用前に研究に関する十分

な説明を行い、書面によるインフォームドコ
ンセントを得た。 
(2)結果と考察 

６ヶ月間以上の試用において、全ての世帯
で双方向共に安定したデータの送受信が行
われ、相手側のテレビ使用状態をリアルタイ
ムに確認することが可能であった。ただし北
陸地方の被験者宅では、冬期に多発する雷に
よりインターネット接続用のモデムやルー
タがノイズや瞬時電圧低下の影響を受け、数
日間の機能停止に至ることがあった。この場
合、モデムやルータを再起動させる必要があ
り、通信が一時的に途切れた。 
モニタリングされたテレビ使用状態に関

してクラスカル･ウォリス検定･Scheffe の方
法による多重比較を行った結果、世帯ごと、
曜日ごとに異なるテレビ使用の習慣性が明
らかになった。また、モニタリングするテレ
ビを利用する対象の人数や生活習慣によっ
て、テレビ使用の習慣性が変化することが示
唆された。 
本システムではリアルタイムにテレビ使

用状態を遠隔モニタリングできるので、被験
者からは「頻繁に連絡しなくても相手世帯の
生活状態を推測できる」、「旅行や長時間の外
出状態を推測できる」、「早朝や深夜連絡した
いときに起床しているかどうかを判断でき
る」などの意見が聞かれた。このように、本
システムの利用者として前提にしている常
に相手世帯を気遣う密着性のある親子間で
は、いつもと異なるテレビ使用状態を被験者



自身が判断し連絡を取り合うことが可能で
あり、家族間のコミュニケーションの手助け
として利用されることが示唆された。 

本研究ではシステム設置の簡便さや屋内
意匠の維持を優先するため、センサから PC
までの信号伝送に PLC 送受信機を導入した。
現在のシステムでは PLC送受信機の占める価
格は小さくない。しかし、屋内意匠や設置時
間が問題とならず追加配線が容認されるな
らば、費用は電線の代金と配線工事費のみと
なり、安価にシステムを設置できると考えら
れる。今後、実際に導入する対象者が、利便
性や屋内配線の意匠性など、各種選択ができ
るようセンサから PC までの伝送手段を複数
開発する必要があると考えられる。 

本システムを用いれば、相手世帯のテレビ
使用状態を遠隔からモニタリングできるこ
とが示されたが、生活状態を直接モニタリン
グしていない。しかし、生活習慣に変化が現
れた場合には、安定した日常生活では毎日利
用するテレビ使用習慣にも変化が現れるこ
とが予想される。親子間であれば、相手家族
の生活状態をある程度把握しているので、テ
レビ使用習慣に変化があった場合に訪問・電
話連絡により、生活状態を確認することが可
能である。高齢者世帯に疾病者がいる場合や
生命に関わるような発病が予想される場合
は、緊急時にも対応している商用の見守りサ
ービスが有効であると考えられる。一方、日
常生活動作が自立しており商用サービスを
購入する必要がないと考えている親子間に
おいては、商用の見守りサービスに比べて費
用負担の少ない本システムを利用すること
により、間接的な見守りが実現できると考え
られる。 
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